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(57)【要約】
【課題】プラグ側コネクタとソケット側コネクタの嵌合
を容易に行え、且つ、破損や損傷を抑制することができ
る高い強度を有するコネクタを提供する。
【解決手段】嵌合突起部４６が設けられたプラグ側コネ
クタ１２と、嵌合突起部４６が嵌合される嵌合溝部１３
６が設けられたソケット側コネクタ９４とを有するコネ
クタ１０であって、プラグ側コネクタ１２の嵌合突起部
４６には、嵌合溝部１３６に先に挿入される挿入面３８
の両端側に、挿入面３８に比べ高くなるように突出され
た突出部８２がそれぞれ形成されており、プラグ側コネ
クタ１２がソケット側コネクタ９４に挿入される場合、
嵌合溝部１３６により前記突出部８２が案内される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　嵌合突起部が設けられたプラグ側コネクタと、前記嵌合突起部が嵌合される嵌合溝部が
設けられたソケット側コネクタとを有するコネクタであって、
　前記プラグ側コネクタの前記嵌合突起部には、前記嵌合溝部に先に挿入される挿入面の
両端側に、前記挿入面に比べ高くなるように突出された突出部がそれぞれ形成されており
、
　前記プラグ側コネクタが前記ソケット側コネクタに挿入される場合、前記嵌合溝部によ
り前記突出部が案内されることを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記プラグ側コネクタの両側面には、金属製の一対の補強部材が設けられており、
　前記補強部材の前記挿入面に比べて突出するように設けられた部分が、前記突出部とな
ることを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記突出部の前記挿入面とは反対側の先端側であって、前記ソケット側コネクタと嵌合
される際に前記嵌合溝部側に配置される部分が、曲面状又は傾斜状のいずれかに形成され
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記ソケット側コネクタの前記嵌合溝部には、前記突出部が挿入される部分と対応する
少なくとも一箇所に、前記突出部が案内される案内部が設けられていることを特徴とする
請求項１～３のいずれかに記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記ソケット側コネクタの両側面には、金属製の他の補強部材が設けられており、
　前記案内部は前記他の補強部材と一体に形成されていることを特徴とする請求項４に記
載のコネクタ。
【請求項６】
　前記案内部の前記突出部が挿入される側は、曲面状又は傾斜状に形成されていることを
特徴とする請求項４又は５に記載のコネクタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一方の基板と他方の基板とを接続させるコネクタに関し、詳しくは、嵌合を
容易に行え、且つ、破損や損傷を抑制することができる高い強度を有するコネクタに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　基板と基板を接続するコネクタとして、下記特許文献１には、互いに組み合う第１コネ
クタおよび第２コネクタからなるコネクタ組立体であって、前記第１コネクタが、平面視
で略矩形を有し、前記第２コネクタに係止する係止部が該略矩形の４つの角部それぞれに
設けられたコネクタであり、前記第２コネクタが、前記第１コネクタと組み合ったときの
該第１コネクタの４つの角部それぞれに対応する各位置に、該４つの角部それぞれに設け
られた前記係止部と嵌め合うことにより該係止部を係止する嵌合部がそれぞれ設けられた
コネクタであり、前記嵌合部それぞれが、前記第１コネクタの前記係止部が設けられた角
部を挟んで隣接する２辺のいずれとも交わる向きに該係止部と嵌め合う嵌合部であること
を特徴とするコネクタ組立体の発明が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１８５３１０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の基板と基板を接続させるコネクタでは、一方のコネクタを他方のコネクタに接続
させる場合、基板により互いのコネクタが隠れてしまうことで、接続がし難いという課題
がある。また、一方のコネクタと他方のコネクタを嵌合させる際に、接触した面が破損し
たり損傷したりする恐れがある。
【０００５】
　本発明は上述のような従来技術の課題を解決するためになされたものであって、本発明
の目的は、基板と基板を接続させる際に、一方のコネクタと他方のコネクタを接続しやす
いように案内が行える構成を備えることで、嵌合を容易に行え、且つ、破損や損傷を抑制
できるコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の態様にかかるコネクタは、嵌合突起部が設
けられたプラグ側コネクタと、前記嵌合突起部が嵌合される嵌合溝部が設けられたソケッ
ト側コネクタとを有するコネクタであって、
　前記プラグ側コネクタの前記嵌合突起部には、前記嵌合溝部に先に挿入される挿入面の
両端側に、前記挿入面に比べ高くなるように突出された突出部がそれぞれ形成されており
、
　前記プラグ側コネクタが前記ソケット側コネクタに挿入される場合、前記嵌合溝部によ
り前記突出部が案内されることを特徴とする。
【０００７】
　また、第２の態様のコネクタは、第１の態様のコネクタにおいて、前記プラグ側コネク
タの両側面には、金属製の一対の補強部材が設けられており、
　前記補強部材の前記挿入面に比べて突出するように設けられた部分が、前記突出部とな
ることを特徴とする。
【０００８】
　また、第３の態様のコネクタは、第１又は第２の態様のコネクタにおいて、前記突出部
の前記挿入面とは反対側の先端側であって、前記ソケット側コネクタと嵌合される際に前
記嵌合溝部側に配置される部分が、曲面状又は傾斜状のいずれかに形成されていることを
特徴とする。
【０００９】
　また、第４の態様のコネクタは、第１～第３のいずれかの態様のコネクタにおいて、前
記ソケット側コネクタの前記嵌合溝部には、前記突出部が挿入される部分と対応する少な
くとも一箇所に、前記突出部が案内される案内部が設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　また、第５の態様のコネクタは、第４の態様のコネクタにおいて、前記ソケット側コネ
クタの両側面には、金属製の他の補強部材が設けられており、
　前記案内部は前記他の補強部材と一体に形成されていることを特徴とする。
【００１１】
　また、第６の態様のコネクタは、第４又は５の態様のコネクタにおいて、前記案内部の
前記突出部が挿入される側は、曲面状又は傾斜状に形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　第１の態様のコネクタによれば、ソケット側コネクタへの挿入の際にプラグ側コネクタ
に設けられた突出部が案内されることにより、目視ができない場合でもプラグ側コネクタ
とソケット側コネクタへの嵌合を容易に行うことができる。
【００１３】
　第２の態様のコネクタによれば、突出部が金属製の補強部材により構成されることで、
ソケット側コネクタに当接した際に、プラグ側コネクタの損傷等を抑制することができる
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。
【００１４】
　第３の態様のコネクタによれば、突出部の先端側が曲面状又は傾斜状になっていること
で、より円滑にプラグ側コネクタをソケット側コネクタに挿入することができる。
【００１５】
　また、第４の態様のコネクタによれば、ソケット側コネクタの嵌合溝部に案内部が設け
られることで、プラグ側コネクタの突出部がより円滑に挿入することができるようになる
。
【００１６】
　また、第５の態様のコネクタによれば、プラグ側コネクタの突出部とソケット側コネク
タの案内部がそれぞれ金属製となっているので、挿入の際に、より破損等を抑制すること
ができる。また、金属製の補強部材及び他の補強部材が接触されるため、電源接続用やグ
ランド接続用に用いることができるようになる。
【００１７】
　また、第６の態様のコネクタによれば、ソケット側コネクタへのプラグ側コネクタの挿
入がより円滑に行うことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１Ａは実施形態のプラグ側コネクタとソケット側コネクタが嵌合された状態の
コネクタの斜視図であり、図１Ｂは嵌合前の状態の斜視図である。
【図２】図２Ａは図１Ａの状態のコネクタの正面図であり、図２Ｂは図１Ａの状態のコネ
クタの一方から見た側面図であり、図２Ｃは図１Ｂの状態の平面図であり、図２Ｄは図１
Ｂに状態の一方から見た側面図である。
【図３】図３Ａは実施形態のプラグ側コネクタの斜視図であり、図３Ｂは平面図であり、
図３Ｃは底面図である。
【図４】図４Ａは図３ＢのIVA－IVA線での断面図であり、図４Ｂは第１コンタクトの一方
から見た側面図であり、図４Ｃは背面図である。
【図５】図５Ａは第１ハウジングの平面図であり、図５Ｂは正面図であり、図５Ｃは一方
から見た側面図であり、図５Ｄは底面図である。
【図６】図６Ａは第１補強部材の斜視図であり、図６Ｂは正面図であり、図６Ｃは平面図
であり、図６Ｄは一方から見た側面図である。
【図７】図７Ａはソケット側コネクタの斜視図であり、図７Ｂは正面図であり、図７Ｃは
底面図である。
【図８】図８Ａは図７ＢのVIIIA－VIIIA線での断面図であり、図８Ｂは第２コンタクトの
一方から見た側面図であり、図８Ｃは背面図である。
【図９】図９は第２ハウジングの平面図であり、図９Ｂは正面図であり、図９Ｃは一方か
ら見た側面図であり、図９Ｄは底面図である。
【図１０】図１０Ａは第２補強部材の正面図であり、図１０Ｂは平面図であり、図１０Ｃ
は底面図であり、図１０Ｄは一方から見た側面図であり、図１０Ｅは他方から見た側面図
であり、図１０Ｆは背面図である。
【図１１】図１１Ａは図２ＣのXIA－XIA線での断面図であり、図１１Ｂは図２ＤのXIB－X
IB線での断面図である。
【図１２】図１２Ａはプラグ側コネクタとソケット側コネクタの嵌合の工程を説明する図
１１Ａに対応する断面図であり、図１２Ｂは図１１Ｂに対応する断面図であり、図１２Ｃ
は図１２Ａに続く断面図であり、図１２Ｄは図１２Ｂに続く断面図である。
【図１３】図１３Ａはプラグ側コネクタとソケット側コネクタがずれて嵌合された場合を
説明する図１１Ａに対応する断面図であり、図１３Ｂは図１３ＡのXIIIB部の拡大図であ
り、図１３Ｃは図１１Ｂに対応する断面図であり、図１３Ｄは図１３ＤのXIIID部の拡大
図である。
【図１４】図１４Ａはプラグ側コネクタとソケット側コネクタの嵌合の工程における第１
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コンタクトと第２コンタクトの接続について説明する図２ＣのXIVA－XIVA線での断面図で
あり、図１４Ｂは図１４Ｂに続く断面図であり、図１４Ｃは図１４Ｂに続く断面図である
。
【図１５】図１５Ａはプラグ側コネクタとソケット側コネクタが嵌合された状態を示す図
２ＡのXVA－XVA線での断面図であり、図１５Ｂは図２ＢのXVB－XVB線での断面図であり、
図１５Ｃは図２ＡのXVC－XVC線での断面図である。
【図１６】図１６Ａは実施形態の変形例に係るソケット側コネクタの斜視図であり、図１
６Ｂは実施形態の変形例に係るプラグ側コネクタとソケット側コネクタの嵌合前の状態の
斜視図であり、図１６Ｃは嵌合後の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。但し、以下に示す実施形態は、本
発明の技術思想を具体化するためのコネクタを例示するものであって、本発明をこれに特
定することを意図するものではなく、特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態のもの
にも等しく適応し得るものである。
【００２０】
［実施形態］
　まず、図１～図１５を参照して、実施形態のコネクタ１０について説明する。実施形態
のコネクタ１０は、図１、図２に示すように、一方の基板（図示省略）に取り付けられた
プラグ側コネクタ１２と、他方の基板（図示省略）に取り付けられたソケット側コネクタ
９４と、を有し、プラグ側コネクタ１２に設けられた嵌合突起部４６とソケット側コネク
タ９４に設けられた嵌合溝部１３６とが挿抜され、着脱自在となるように構成されている
。なお、実施形態では、一方の基板及び他方の基板は、平行に配置されるようになってい
る。
【００２１】
　そして、プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４が接続されることで、プラグ
側コネクタ１２に装着された第１コンタクト１４と、ソケット側コネクタ９４に装着され
た対応する第２コンタクト９６がそれぞれ接触されるようになる。
【００２２】
　なお、実施形態のプラグ側コネクタ１２には、ソケット側コネクタ９４に挿入される側
に突出された一対のツノ状の突出部８２が形成されている。この突出部８２は、プラグ側
コネクタ１２をソケット側コネクタ９４に挿入する際に、挿入し易くするために案内され
る部分となる。
【００２３】
　まず、図３～図６、図１１を参照して、実施形態のプラグ側コネクタ１２について説明
する。実施形態のプラグ側コネクタ１２は、ソケット側コネクタ９４が有する第２コンタ
クト９６と接触される少なくとも１つの第１コンタクト１４と、第１コンタクト１４が収
容されて、装着される第１ハウジング３０と、を有している。なお、実施形態では、１６
本の第１コンタクト１４が設けられている。
【００２４】
　また、実施形態の第１ハウジング３０は、樹脂材料で形成された第１ハウジング部３２
と第１ハウジング部３２の両端側であって、この第１ハウジング部３２と一体となるよう
に設けられた金属製の一対の第１補強部材６６を有している。なお、第１ハウジング３０
の第１ハウジング部３２の内部には、第１コンタクト１４が収容される第１コンタクト収
容部５８がそれぞれ形成されている。また、第１コンタクト１４は、第１ハウジング３０
の両面に設けられ、それぞれ同数、実施形態では、８本ずつの第１コンタクト１４が背中
合わせのように設けられている。以下、各構成について説明する。
【００２５】
　まず、図３、図４を参照して、実施形態の第１コンタクト１４について説明する。なお
、実施形態では、第１コンタクト１４は複数設けられているが、それぞれ同じ形状となっ
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ているので、１本の第１コンタクト１４を代表して説明する。
【００２６】
　第１コンタクト１４は、第１コンタクト本体部１６を有し、この第１コンタクト本体部
１６の一方側には、相手方のソケット側コネクタ９４に設けられた第２コンタクト９６と
接触される第１接触部２２と、第１ハウジング部３２の第１コンタクト収容部５８に嵌入
される棒状の嵌入部１８と、を有し、他方側には、基板に取り付けられる第１コンタクト
取付部２６を有し、第１コンタクト本体部１６が略直角に屈曲されてＬ字状に形成されて
いる。この第１コンタクト１４は、所定の厚みを有する金属製の板体を、例えば、打ち抜
き加工等することにより形成されている。
【００２７】
　また、第１接触部２２と嵌入部１８は、同一方向に向かうように並んで形成されている
。すなわち、嵌入部１８は、第１コンタクト１４の第１コンタクト本体部１６から直線状
に形成されており、第１接触部２２は、第１コンタクト本体部１６の嵌入部１８側の途中
から、第１コンタクト本体部１６に対して略垂直方向、すなわち第１コンタクト取付部２
６側に突出した軸部２０を有し、この軸部２０の端部から、嵌入部１８と並ぶように延設
されて形成されている。なお、第１接触部２２は、嵌入部１８に対して、先端側、すなわ
ち軸部２０とは反対側に向かうにつれて、隙間が大きくなるように延設されている。
【００２８】
　また、第１接触部２２は、第１コンタクト本体部１６と嵌入部１８との間から突出され
た軸部２０を軸として、反復移動可能となっている。さらに、第１接触部２２の先端側は
、鉤状に形成されている。
【００２９】
　また、第１コンタクト取付部２６は、第１コンタクト本体部１６の嵌入部１８に対して
略直角となるように延設されており、一部が段状となるように形成されている。この段状
となる部分と基板の接点との間が、例えば、はんだ付けにより取り付けられるようになる
。
【００３０】
　次に、図３、図４Ａ、図５、図６、図１１を参照して、第１ハウジング３０について説
明する。第１ハウジング３０は、例えば、樹脂材料で形成された第１ハウジング部３２と
、この第１ハウジング部３２と一体となるように設けられた、例えば、金属材料で形成さ
れた一対の第１補強部材６６とで構成されている。
【００３１】
　第１ハウジング３０は、相手方のソケット側コネクタ９４に先に挿入される挿入面とし
ての第１上面３８と、基板に載置される第１底面４０と、収容された第１コンタクト１４
の第１接触部２２が突出される第１開口部５２がそれぞれ形成された第１前面３４及び第
１後面３６と、一対の第１補強部材６６が設けられた一方の第１側面４２及び他方の第１
側面４４と、を有している。このとき、第１ハウジング３０の第１上面３８、第１前面３
４、第１後面３６、一方の第１側面４２及び他方の第１側面４４で囲まれた部分が、ソケ
ット側コネクタ９４に嵌合される嵌合突起部４６となる。また、第１ハウジング３０の内
部には、第１コンタクト１４が収容される第１コンタクト収容部５８がそれぞれ形成され
ている（図４Ａ参照）。なお、第１ハウジング３０は、第１ハウジング部３２と一対の第
１補強部材６６とが一体となるように、例えば、モールド成形により形成されている。
【００３２】
　第１ハウジング３０の第１上面３８は、相手方のソケット側コネクタ９４に挿入可能な
面積を有する平面で形成されており、一方の第１側面４２側及び他方の第１側面４４側に
は、第１上面３８に比べ高くなるように突出された第１補強部材６６が設けられている。
この第１補強部材６６の第１上面３８に比べ高くなるように突出された部分が突出部８２
となる。
【００３３】
　また、第１ハウジング３０の第１底面４０は、第１コンタクト１４が挿入される複数の
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第１挿入口５４が第１前面３４側及び第１後面３６側にそれぞれ形成されており、第１ハ
ウジング３０の内部に形成された第１コンタクト収容部５８に連通されている。
【００３４】
　第１ハウジング３０の第１前面３４は、所定面積を有する矩形状の平面部分４８を有し
、この平面部分４８の第１底面４０側に突出された段状部分５０が形成されている。また
、第１前面３４の平面部分４８には、第１上面３８側を除いて複数の第１開口部５２がそ
れぞれ形成されており、段状部分５０の第１底面４０側には、第１コンタクト１４の第１
コンタクト取付部２６が突出されるための複数の第１溝部５６がそれぞれ形成されている
。この第１溝部５６は、第１ハウジング３０の第１底面４０に形成された第１挿入口５４
と繋がれている。
【００３５】
　第１ハウジング３０の第１後面３６は、第１前面３４と同様に、所定面積を有する矩形
状の平面部分４８を有し、この平面部分４８の第１底面４０側に突出された段状部分５０
が形成されている。また、第１後面３６の平面部分４８には、第１上面３８側を除いて複
数の第１開口部５２がそれぞれ形成されており、段状部分５０の第１底面４０側には、第
１コンタクト１４の第１コンタクト取付部２６が突出されるための複数の第１溝部５６が
それぞれ形成されている。この第１溝部５６は、第１ハウジング３０の第１底面４０に形
成された第１挿入口５４と繋がれている。
【００３６】
　第１ハウジング３０の一方の第１側面４２及び他方の第１側面４４は、第１ハウジング
部３２と一体となるように設けられた第１補強部材６６により構成されている。
【００３７】
　ここで、主に図５、図６、図１１を参照して、第１補強部材６６について説明する。な
お、第１補強部材６６は、それぞれ同じ形状で形成されているので、一方を代表して説明
する。
【００３８】
　第１補強部材６６は、所定の幅及び高さを有し、金属製の板状体であって、第１本体部
６８を有し、第１本体部６８のソケット側コネクタ９４側に配置される第１前部７０と、
第１ハウジング部３２に取り付けられる側の第１後部７２と、第１ハウジング３０の第１
上面３８側に設けられる第１上部７４と、基板に取り付けられる屈曲された第１取付部９
０を有する第１底部７６と、一方の第１側部７８及び他方の第１側部８０とを有し、打ち
抜き加工や折り曲げ加工等をすることにより形成されている。
【００３９】
　また、第１本体部６８の略中央部には、第１前面から第１後面にかけて貫通された第１
貫通孔９２が形成されている。この第１貫通孔９２は、第１ハウジング３０を形成する際
に、第１ハウジング部３２の樹脂材料が入り込むことで、第１ハウジング部３２と第１補
強部材６６の取り付けを強固にさせる部分となる。
【００４０】
　第１本体部６８の第１底面４０側に形成された第１取付部９０は、第１ハウジング部３
２に取り付けられる側とは反対側に屈曲されている。
【００４１】
　また、第１本体部６８の第１取付部９０側は、一方の第１側部７８と他方の第１側部８
０の一部が狭くなるような段状に形成された小段部８８を有している。この小段部８８も
、第１ハウジング３０が形成される際に、第１ハウジング部３２が小段部８８に嵌まり込
むことで強固に取り付けることできるようになる。
【００４２】
　また、第１本体部６８の第１上部７４には、一方の第１側部７８側及び他方の第１側部
８０側が曲面状となるような曲面部８４がそれぞれ形成されており、また、第１上部７４
の第１前部７０側には斜めに形成された傾斜部８６が設けられている。この第１上部７４
の各曲面部８４及び傾斜部８６は、ソケット側コネクタ９４に挿入される際に、プラグ側
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コネクタ１２を案内するためのものとなる。
【００４３】
　第１本体部６８の第１底部７６は、第１取付部９０の基板と取り付けられる部分となっ
ている。この第１取付部９０が形成されることで、基板との取り付け面積を大きくするこ
とができる。
【００４４】
　第１本体部６８の第１前部７０は、ソケット側コネクタ９４に挿入される際に、このソ
ケット側コネクタ９４と接する面となる。この第１前部７０の第１上部７４側には、傾斜
部８６が形成されるようになる。また、第１前部７０の略中央部には、第１貫通孔９２が
貫通されている。また、第１本体部６８の第１後部７２は、第１ハウジング部３２と一体
となるように取り付けられる面となる。この第１後部７２の略中央部には、第１貫通孔９
２が貫通されている。
【００４５】
　第１本体部６８の一方の第１側部７８及び他方の第１側部８０は、所定の厚みを有し、
第１底部７６側がそれぞれ屈曲されている。また、一方の第１側部７８及び他方の第１側
部８０の第１上部７４側には、それぞれ、曲面状に形成された曲面部８４を有している。
さらに、一方の第１側部７８及び他方の第１側部８０の第１底部７６側には、小段部８８
がそれぞれ形成されている。
【００４６】
　そして、この一対の第１補強部材６６が第１ハウジング部３２に一体に取り付けられ、
第１ハウジング３０の一方の第１側面４２及び他方の第１側面４４となっている。このと
き、第１補強部材６６の第１上部７４の突出部８２は、第１ハウジング３０の第１上面３
８より突出して設けられ、ツノ状に設けられている。
【００４７】
　なお、実施形態では、第１補強部材６６の突出部８２となる第１上部７４に曲面状の曲
面部８４を形成したが、これに限らず、傾斜状に形成してもよい。さらに、第１補強部材
６６の突出部８２となる第１上部７４に傾斜部８６が形成されているが、これに限らず、
曲面状に形成してもよい。
【００４８】
　また、第１ハウジング３０の第１コンタクト収容部５８は、図３、図５に示すように、
装着される第１コンタクト１４と対応する数でそれぞれ形成されている。なお、実施形態
では、１６個の第１コンタクト収容部５８が形成されている。第１コンタクト収容部５８
は、第１ハウジング３０の第１底面４０に形成された第１挿入口５４と第１前面３４及び
第１後面３６に形成された第１開口部５２とがそれぞれ連通されている。また、第１コン
タクト収容部５８には、第１ハウジング３０の第１前面３４側と第１後面３６側の第１コ
ンタクト収容部５８を隔てる第１壁部６２と、第１前面３４側及び第１後面３６側のそれ
ぞれの第１コンタクト収容部５８を区画する第１仕切部６４がそれぞれ形成されている。
なお、第１壁部６２及び第１仕切部６４は、第１ハウジング３０の第１底面４０から第１
上面３８に亘って形成されている。また、第１コンタクト収容部５８の内部には、第１コ
ンタクト１４に形成された嵌入部１８が嵌め入れられる嵌入溝６０が第１壁部６２に沿っ
てそれぞれ形成されている。
【００４９】
　また、プラグ側コネクタ１２の組み立ては、図３、図４Ａに示すように、モールド成形
により第１ハウジング部３２と一対の第１補強部材６６が一体となるように形成された第
１ハウジング３０に、複数の第１コンタクト１４を装着させることで行われる。
【００５０】
　第１コンタクト１４の装着は、第１ハウジング３０の第１底面４０に形成された複数の
第１挿入口５４に、第１コンタクト１４を嵌入部１８側から挿入する。挿入された第１コ
ンタクト１４は、嵌入部１８及び第１コンタクト本体部１６が第１コンタクト収容部５８
内の第１壁部６２に沿って移動され、第１コンタクト１４の嵌入部１８が第１コンタクト
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収容部５８に形成された嵌入溝６０に挿入させる。そして、第１コンタクト１４が第１ハ
ウジング３０の第１コンタクト収容部５８内にすべて収容されることで、第１コンタクト
１４の第１接触部２２が第１ハウジング３０の第１前面３４及び第１後面３６の第１開口
部５２から突出されると共に、第１コンタクト１４の第１コンタクト取付部２６が第１ハ
ウジング３０の第１前面３４及び第１後面３６の第１溝部５６から突出されるようになる
。以上で、実施形態のプラグ側コネクタ１２の組み立てが完了する。
【００５１】
　また、プラグ側コネクタ１２の基板への取り付けは、基板に形成された接点と第１コン
タクト１４の第１コンタクト取付部２６及び、第１補強部材６６の第１底部７６側の第１
取付部９０をそれぞれ、はんだ付け等により取り付ける。なお、第１コンタクト１４は、
第１コンタクト収容部５８の嵌入溝６０に嵌め入れられ、また、第１コンタクト１４の側
面側が第１コンタクト収容部５８に挟持されているので、プラグ側コネクタ１２を基板に
載置される場合に、それぞれが移動することで、基板に対して均一に取り付けることがで
きるようになる。また、金属材料で形成された第１補強部材６６は、プラグ側コネクタ１
２の取り付けを補強するだけでなく、電源接続用やグランド接続用に用いることもできる
。
【００５２】
　次に、図７～図１１を参照して、実施形態のソケット側コネクタ９４について説明する
。実施形態のソケット側コネクタ９４は、図７に示すように、プラグ側コネクタ１２の第
１コンタクト１４と接触される第２コンタクト９６と、第２コンタクト９６が収容されて
、装着される第２ハウジング１０６と、で構成されている。なお、実施形態の第２コンタ
クト９６は、第１コンタクト１４と対応するように１６本装着されている。
【００５３】
　また、実施形態の第２ハウジング１０６は、樹脂材料で形成された第２ハウジング部１
０８と第２ハウジング部１０８の両端側であって、この第２ハウジング部１０８と一体と
なるように設けられた金属製の一対の第２補強部材１５２を有している。なお、第２ハウ
ジング１０６の第２ハウジング部１０８の内部には、第２コンタクト９６が収容される第
２コンタクト収容部１４６がそれぞれ形成されている。そして、第２コンタクト９６は、
第２ハウジング１０６の両側に設けられ、それぞれ同数、実施形態では、８本ずつが対向
するように設けられている。以下、各構成について説明する。
【００５４】
　まず、図７、図８を参照して、第２コンタクト９６について説明する。なお、実施形態
の第２コンタクト９６は、複数設けられているが、それぞれ同じ形状となっているので、
１本の第２コンタクト９６を代表して説明する。
【００５５】
　第２コンタクト９６は、第２コンタクト本体部９８を有し、この第２コンタクト本体部
９８の一方側には、相手方のプラグ側コネクタ１２に設けられた第１コンタクト１４と接
触される第２接触部１００を有し、他方側には、基板に取り付けられる第２コンタクト取
付部１０４を有し、第２コンタクト本体部９８が略直角に屈曲されてＬ字状に形成されて
いる。この第２コンタクト９６は、所定の厚みを有する金属製の板体を、例えば、打ち抜
き加工等することにより形成されている。
【００５６】
　第２接触部１００の先端側には、第２コンタクト取付部１０４が延設された方向とは反
対側の面にテーパー１０２が形成されている。このテーパー１０２は、プラグ側コネクタ
１２が嵌合される際に、第１コンタクト１４の挿入を行い易くするための部分となってい
る。また、第２接触部１００のテーパー１０２は、第１コンタクト１４の鉤状に形成され
た第１接触部２２と接触するようになる。
【００５７】
　第２コンタクト取付部１０４は、第２コンタクト本体部９８の第２接触部１００に対し
て略直角となるように延設されており、一部が段状となるように形成されている。この段
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状となる部分と基板の接点との間が、例えば、はんだ付けにより取り付けられるようにな
る。
【００５８】
　次に、図７、図８Ａ、図９を参照して、第２ハウジングについて説明する。第２ハウジ
ング１０６は、例えば、樹脂材料で形成された第２ハウジング部１０８と、この第２ハウ
ジング部１０８と一体となるように設けられた、例えば、金属製の一対の第２補強部材１
５２とで構成されている。
【００５９】
　第２ハウジング１０６は、相手方のプラグ側コネクタ１２が嵌入される嵌入口１３４を
有する第２上面１１４と、基板に載置される第２底面１１６と、所定の面積を有する平面
状の第２前面１１０及び第２後面１１２と、一対の第２補強部材１５２が取り付けられた
一方の第２側面１１８及び他方の第２側面１２０と、を有し、内側にプラグ側コネクタ１
２が嵌入される空間としての嵌合溝部１３６が設けられた箱状体で形成されている。また
、第２ハウジング１０６の内部には、第２コンタクト９６が収容される第２コンタクト収
容部１４６がそれぞれ形成されており、第２ハウジング１０６の内側の面から、第２コン
タクト収容部１４６に収容された第２コンタクト９６が突出されるようになっている（図
８Ａ参照）。なお、第２ハウジング１０６は、第２ハウジング部１０８と一対の第２補強
部材１５２とが一体となるように、例えば、モールド成形により形成されている。
【００６０】
　第２ハウジング１０６の第２上面１１４は、相手方のプラグ側コネクタ１２が挿入可能
な嵌入口１３４を有しており、第２ハウジング１０６の内側の嵌合溝部１３６に繋がれて
いる。なお、嵌合溝部１３６の第２前面１１０側及び第２後面１１２側には、第２コンタ
クト９６が突出される複数の第２開口部１２２が形成されている。また、嵌合溝部１３６
の第２前面１１０及び第２後面１１２の一方の第２側面１１８側及び他方の第２側面１２
０側並びに、一方の第２側面１１８側及び他方の第２側面１２０側には、第２補強部材１
５２の一部が露出されるようになっている。この露出された第２補強部材１５２は、プラ
グ側コネクタ１２と接続される際に、第１補強部材６６が案内される部分となるが詳細は
後述する。
【００６１】
　また、第２ハウジング１０６の第２底面１１６は、第２コンタクト９６が挿入される複
数の第２挿入口１４４が第２前面１１０側及び第２後面１１２側にそれぞれ形成されてお
り、第２ハウジング１０６の内部に形成された第２コンタクト収容部１４６に連通されて
いる。
【００６２】
　第２ハウジング１０６の第２前面１１０は、所定面積を有する平面状に形成され、第２
底面１１６側には窪んだ窪み部１４０が形成されている。この窪み部１４０には、第２コ
ンタクト９６の第２コンタクト取付部１０４が突出される複数の第２溝部１４２がそれぞ
れ形成されている。この第２溝部１４２は、第２ハウジング１０６の第２底面１１６に形
成された第２挿入口１４４と繋がれている。
【００６３】
　第２ハウジング１０６の第２後面１１２は、第２前面１１０と同様に、所定面積を有す
る平面状に形成され、第２底面１１６側には窪んだ窪み部１４０が形成されている。この
窪み部１４０には、第２コンタクト９６の第２コンタクト取付部１０４が突出される複数
の第２溝部１４２がそれぞれ形成されている。この第２溝部１４２は、第２ハウジング１
０６の第２底面１１６に形成された第２挿入口１４４と繋がれている。
【００６４】
　第２ハウジング１０６の一方の第２側面１１８及び他方の第２側面１２０には、第２ハ
ウジング部１０８と一体となるように第２補強部材１５２がそれぞれ設けられている。
【００６５】
　ここで、図９～図１１を参照して、第２補強部材１５２について説明する。なお、第２



(11) JP 2017-199583 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

補強部材１５２は、それぞれ同じ形状で形成されているので、一方を代表して説明する。
【００６６】
　第２補強部材は、所定の幅及び高さを有し、金属製の板状体であって、第２本体部を有
し、この第２本体部１５４のプラグ側コネクタ１２側に配置される第２前部１５６と、第
２ハウジング部１０８と一体に取り付けられる第２後部１５８と、第２ハウジング１０６
の第２上面１１４側に配置される第２上部１６０と、基板に取り付けられる屈曲された第
２取付部１６８を有する第２底部１６２と、一方の第２側部１６４及び他方の第２側部１
６６とを有し、打ち抜き加工や折り曲げ加工等をすることにより形成されている。
【００６７】
　また、第２本体部１５４の略中央部には、第２前面から第２後面にかけて貫通された第
２貫通孔１７０が形成されている。この第２貫通孔１７０は、第２ハウジング１０６を形
成する際に、第２ハウジング部１０８の樹脂材料が入り込むことで、第２ハウジング部１
０８と第２補強部材１５２の取り付けを強固にさせる部分となる。第２本体部１５４の第
２底面１１６側に形成された第２取付部１６８は、第２ハウジング部１０８に取り付けら
れる側とは反対側に屈曲されている。
【００６８】
　また、第２本体部１５４の第２上部１６０側は、第２本体部１５４の長手方向とは反対
方向に略１８０°折り曲げられ、第２上部１６０が曲面状となるように形成された案内部
１７２を有している。この案内部１７２は第２取付部１６８が屈曲された側とは反対側に
折り曲げられている。第２本体部１５４の第２底部１６２側は、第２取付部１６８の基板
と取り付けられる部分となっている。この第２取付部１６８が形成されることで、基板と
の取り付け面積を大きくすることができる。
【００６９】
　また、第２本体部１５４の一方の第２側部１６４及び他方の第２側部１６６には、それ
ぞれ略中央部分から腕部１７４が延設されて形成されている。腕部１７４は、一方の第１
側部７８及び他方の第２側部１６６から第２本体部１５４と平行に延設された第１腕片１
７６と、この第１腕片１７６の端部から、第２本体部１５４に対して直交するように第２
ハウジング部１０８に取り付けられる側に向かって屈曲された第２腕片１７８と、この第
２腕片１７８の端部から第２本体部１５４の長手方向に対して並行であって、第２本体部
１５４の第２上部１６０側に向かって屈曲されて延設された第３腕片１８０と、を有して
いる。さらに、この第３腕片１８０の頂部には、第３腕片１８０の延設方向から１８０°
折り曲げられ、第２底部１６２方向に延設された案内部１８２が形成されている。この案
内部１８２は、内側、すなわち第２ハウジング部１０８が設けられる側に折り曲げられて
いる。
【００７０】
　なお、各案内部１８２はそれぞれ対向するように設けられている。また、案内部１７２
、及び各案内部１８２の折り曲げられた内側には、それぞれ第２ハウジング１０６を形成
する際に、第２ハウジング部１０８の樹脂材料が入り込み、一体に形成されるようになる
。
【００７１】
　そして、この一対の第２補強部材１５２が第２ハウジング部１０８と一体に取り付けら
れ、第２ハウジング１０６の一方の第２側部１６４及び他方の第２側部１６６の構成の一
部とされるようになっている。
【００７２】
　また、第２ハウジング１０６の内側、すなわち、嵌合溝部１３６は、第２ハウジング１
０６の第２前面１１０、第２後面１１２、一方の第２側面１１８、他方の第２側面１２０
及び第２底面１１６のそれぞれの内側で囲まれた空間となっている。
【００７３】
　そして、嵌合溝部１３６は、第２前面１１０側の内側である第２前面内部１２４、第２
後面１１２側の内側である第２後面内部１２６には、第２コンタクト９６の第２接触部１
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００が突出される複数の第２開口部１２２がそれぞれ形成されている。この第２開口部１
２２は、第２ハウジング１０６の内部に形成された第２コンタクト収容部１４６にそれぞ
れ連通されている。
【００７４】
　また、第２前面内部１２４及び第２後面内部１２６の一方の第２側面１１８側及び他方
の第２側面１２０側であって第２上面１１４側には、それぞれ第２補強部材１５２の案内
部１８２が露出されている。
【００７５】
　さらに、一方の第２側面１１８の内側である一方の第２側面内部１２８及び他方の第２
側面の内側である他方の第２側面内部１３０の第２上面１１４側には、それぞれ第２補強
部材１５２の案内部１７２がそれぞれ露出されている。
【００７６】
　また、第２底面１１６の内側である第２底面内部１３２には、プラグ側コネクタ１２の
第１補強部材６６の第１ハウジング３０より突出された第１上部７４が嵌め込まれる凹部
１３８がそれぞれ一方の第２側面１１８側及び他方の第２側面１２０側に形成されている
。
【００７７】
　また、第２ハウジング１０６の第２コンタクト収容部１４６は、図７、図９に示すよう
に、装着される第２コンタクト９６と対応する数でそれぞれ形成されている。なお、実施
形態では、１６個の第２コンタクト収容部１４６が形成されている。第２コンタクト収容
部１４６は、第２ハウジング１０６の第２底面１１６に形成された第２挿入口１４４と第
２前面内部１２４及び第２後面内部１２６に形成された第２開口部１２２とがそれぞれ連
通されている。また、第２コンタクト収容部１４６には、第２ハウジング１０６の第２前
面１１０側と第２後面１１２側の第１コンタクト収容部５８を隔てる第２壁部１４８と、
第２前面内部１２４側及び第２後面内部１２６側のそれぞれの第２コンタクト収容部１４
６を区画する第２仕切部１５０がそれぞれ形成されている。
【００７８】
　なお、第２壁部１４８は、第２ハウジング１０６の第２底面１１６から第２底面内部１
３２に亘って形成され、第２仕切部１５０は第２底面１１６から第２上面１１４に亘って
形成されている。そして、第２コンタクト収容部１４６には、第２コンタクト９６の第２
コンタクト本体部９８が、第２前面１１０又は第２後面１１２と第２壁部１４８、及び各
第２仕切部１５０に挟持されるようになる。
【００７９】
　また、ソケット側コネクタ９４の組み立ては、図７、図８Ａに示すように、モールド成
形により第２ハウジング部１０８と一対の第２補強部材１５２が一体となるように形成さ
れた第２ハウジング１０６に、複数の第２コンタクト９６を装着させることで行われる。
【００８０】
　第２コンタクト９６の装着は、第２ハウジング１０６の第２底面１１６に形成された複
数の第２挿入口１４４に、第２コンタクト９６を第２接触部１００側から挿入する。挿入
された第２コンタクト９６は、第２コンタクト本体部９８が第２コンタクト収容部１４６
内の第２前面内部１２４又は第２後面内部１２６に沿って移動させ、第２コンタクト収容
部１４６に挿入させる。そして、第２コンタクト９６が第２ハウジング１０６の第２コン
タクト収容部１４６にすべて収容されることで、第２コンタクト９６の第２接触部１００
が第２ハウジング１０６の第２前面内部１２４及び第２後面内部１２６の第２開口部１２
２から突出されると共に、第２コンタクト９６の第２コンタクト取付部１０４が第２ハウ
ジング１０６の第２前面１１０及び第２後面１１２の窪み部１４０に形成された第２溝部
１４２から突出されるようになる。以上で、実施形態のソケット側コネクタ９４の組み立
てが完了する。
【００８１】
　また、ソケット側コネクタ９４の基板への取り付けは、基板に形成された接点と第２コ
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ンタクト９６の第２コンタクト取付部１０４及び、第２補強部材１５２の第２取付部１６
８の第２底部１６２をそれぞれ、はんだ付け等により取り付ける。なお、第２コンタクト
９６は、第２コンタクト収容部１４６の第２前面内部１２４又は第２後面内部１２６と第
２壁部１４８に挟持されているので、ソケット側コネクタ９４を基板に載置される場合に
、それぞれが移動することで、基板に対して均一に取り付けることができるようになる。
また、金属材料で形成された第２補強部材１５２は、ソケット側コネクタ９４の取り付け
を補強するだけでなく、電源接続用やグランド接続用に用いることもできる。
【００８２】
　次に、図１、図２、図１１～図１５を参照して、プラグ側コネクタ１２とソケット側コ
ネクタ９４の接続について説明する。プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４の
嵌合は、図１Ｂ、図２Ｂ、図１１に示すように、プラグ側コネクタ１２の第１ハウジング
３０の第１上面３８側とソケット側コネクタ９４の第２ハウジング１０６の第２上面１１
４側とが向かい合うように配置される。このとき、図１等では、省略されているが、プラ
グ側コネクタ１２及びソケット側コネクタ９４はそれぞれ基板に取り付けられているため
、プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４の接続は、作業者が直接目視しながら
行うことができない状態で行われる。
【００８３】
　その後、図１２Ａ、図１２Ｂに示すように、対向して配置されたプラグ側コネクタ１２
とソケット側コネクタ９４とを近づけ、プラグ側コネクタ１２の第１ハウジング３０の嵌
合突起部４６をソケット側コネクタ９４の第２ハウジング１０６の嵌合溝部１３６に挿入
させる。この挿入の際、プラグ側コネクタ１２の第１ハウジング３０に設けられた一対の
第１補強部材６６が、ソケット側コネクタ９４の第２ハウジング１０６に設けられた一対
の第２補強部材１５２に案内されて挿入されるようになる（図１２Ｃ、図１２Ｄ参照）。
【００８４】
　このとき、従来のコネクタでは、プラグ側コネクタとソケット側コネクタの接続が目視
できない状態であるため、凡その位置を目算して嵌合が行われることで、円滑に接続を行
うことが困難となり、また、接続の際にプラグ側コネクタとソケット側コネクタとが接触
し、変形や破損するおそれがある。
【００８５】
　一方、実施形態のコネクタ１０では、図１３に示すように、プラグ側コネクタ１２とソ
ケット側コネクタ９４との挿入位置がずれたとしても、ソケット側コネクタ９４の第２補
強部材１５２の案内部１７２と各案内部１８２の間に、プラグ側コネクタ１２の第１補強
部材６６の第１上部７４側が案内されて挿入されるようになる。
【００８６】
　すなわち、プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４が、長手方向にずれた場合
、図１３Ａ、図１３Ｂに示すように、ソケット側コネクタ９４の第２補強部材１５２の案
内部１７２に、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６の第１上部７４の傾斜部８６が
当接することで、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６がソケット側コネクタ９４の
第２補強部材１５２に案内され、プラグ側コネクタ１２の嵌合突起部４６がソケット側コ
ネクタ９４の嵌合溝部１３６に挿入されるようになる。
【００８７】
　また、プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４が、短手方向にずれた場合、図
１３Ｃ、図１３Ｄに示すように、ソケット側コネクタ９４の第２補強部材１５２の各案内
部１８２に、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６の第１上部７４の曲面部８４が当
接することで、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６がソケット側コネクタ９４の第
２補強部材１５２に案内され、プラグ側コネクタ１２の嵌合突起部４６がソケット側コネ
クタ９４の嵌合溝部１３６に挿入されるようになる。
【００８８】
　このとき、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６の第１上部７４側は、第１ハウジ
ング３０の第１上面３８より突出しているため、ソケット側コネクタ９４に対して最も先



(14) JP 2017-199583 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

に当接する部分となり、プラグ側コネクタ１２の第１上面３８とソケット側コネクタ９４
の第２上面１１４とが接触して変形や破損することが抑制される。
【００８９】
　ここで、図１４を参照して、プラグ側コネクタ１２の第１コンタクト１４とソケット側
コネクタ９４の第２コンタクト９６との接続について説明する。
【００９０】
　プラグ側コネクタ１２の第１コンタクト１４は、第１ハウジング３０の第１前面３４及
び第１後面３６から第１接触部２２が突出して設けられている。この状態において、プラ
グ側コネクタ１２をソケット側コネクタ９４に挿入すると、ソケット側コネクタ９４の第
２コンタクト９６の第２接触部１００と当接するようになる。このとき、第２コンタクト
９６の第２接触部１００の先端側には、テーパー１０２が形成されており、また、プラグ
側コネクタ１２の第１コンタクト１４の第１接触部２２は鉤状に形成されている。そのた
め、この第１コンタクト１４の第１接触部２２が第２コンタクト９６の第２接触部１００
のテーパー１０２に沿って、プラグ側コネクタ１２の第１コンタクト１４の第１接触部２
２が軸部２０を軸に弾性変形されて挿入されるようになる。このようにすることで、第１
コンタクト１４と第２コンタクト９６との接圧を高くすることができる。
【００９１】
　その後、図１Ａ、図２Ａ、図１５に示すように、さらにプラグ側コネクタ１２をソケッ
ト側コネクタ９４に挿入し、プラグ側コネクタ１２の第１上面３８とソケット側コネクタ
９４の第２上面１１４とが当接することで、プラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ
９４の接続が完了する。
【００９２】
　このとき、プラグ側コネクタ１２の第１補強部材６６の第１上部７４側の第１ハウジン
グ３０の第１上面３８より突出した突出部８２は、ソケット側コネクタ９４の第２ハウジ
ング１０６の第２底面内部１３２に形成された凹部１３８にそれぞれ嵌り込むようになる
（図１５Ｂ参照）。
【００９３】
　なお、実施形態のコネクタ１０では、先に嵌合されるプラグ側コネクタ１２の第１補強
部材６６及びソケット側コネクタ９４の第２補強部材１５２はそれぞれ金属製となってい
るので、挿抜回数が多くなってもコネクタの破損や損傷を抑制することができる。さらに
、第１補強部材６６及び第２補強部材１５２はそれぞれ金属材料で形成されているので、
補強の目的だけでなく、電源接続用やグランド接続用に用いることもできる。
【００９４】
　また、実施形態では、プラグ側コネクタに第１補強部材を設け、ソケット側コネクタに
第２補強部材を設けた場合を説明したが、これに限らず、ソケット側コネクタに補強部材
を設けず、プラグ側コネクタのみに第１補強部材を設けるようにしてもよい。
【００９５】
　さらに、実施形態では、プラグ側コネクタの第１ハウジングの第１上面より突出した突
出部８２を第１補強部材の第１上部を突出させることで形成しているが、これに限らず、
第１ハウジング部の樹脂材料により形成するようにしてもよい。
【００９６】
［変形例］
　実施形態のコネクタ１０では、プラグ側コネクタ１２が取り付けられた一方の基板とソ
ケット側コネクタ９４が取り付けられた他方の基板が平行となる場合を説明したが、これ
に限らず、図１６に示すように、プラグ側コネクタ１２が取り付けられた一方の基板（図
示省略）とソケット側コネクタ９４Ａが取り付けられた他方の基板（図示省略）が垂直と
なる場合、いわゆるサイドタイプのコネクタ１０Ａでも使用することができる。なお、変
形例のプラグ側コネクタ１２は、実施形態と共通のものが使用されるため、詳細な説明は
省略する。
【００９７】
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　また、変形例のソケット側コネクタ９４Ａについても、実施形態のソケット側コネクタ
９４と略共通する構成となっているが、ソケット側コネクタ９４Ａの嵌合溝部１３６と基
板とが水平に取り付けられるために構成の一部が変更されている。すなわち、第２ハウジ
ング１０６Ａの基板側に配置される第２コンタクト９６Ａａでは、基板に取り付けられる
第２コンタクト取付部１０４Ａが第２接触部１００と対向する位置に形成されるようにな
っている。また、第２ハウジング１０６Ａの基板と離れた側に配置される第２コンタクト
９６Ａｂは、基板に取り付けられる第２コンタクト取付部が基板に到達するように第２ハ
ウジング１０６Ａの外側に沿って延設されている（図示省略）。
【００９８】
　また、変形例の第２補強部材１５２Ａの基板に取り付けられる第２取付部１６８Ａは、
基板側に設けられた案内部１８２側にそれぞれ形成されるようになっている。
【００９９】
　また、第２コンタクト９６Ａａ，９６Ａｂ及び第２補強部材１５２Ａの形状の変更に合
わせて、第２ハウジング１０６Ａの第２ハウジング部１０８Ａの一部の形状が変更されて
いる。
【０１００】
　なお、それ以外の構成については、実施形態のソケット側コネクタ９４の構成と共通す
るため、共通する構成については実施形態と同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
【０１０１】
　そして、変形例のプラグ側コネクタ１２とソケット側コネクタ９４Ａの嵌合は、図１６
Ｂ、図１６Ｃに示すように、実施形態と同じように行うことができる。すなわち、プラグ
側コネクタ１２の嵌合突起部４６がソケット側コネクタ９４Ａの嵌合溝部１３６Ａに挿入
される際に、プラグ側コネクタ１２に設けられた第１補強部材６６の突出部８２がソケッ
ト側コネクタ９４Ａに設けられた第２補強部材１５２Ａの案内部１７２及び各案内部１８
２に案内されながら挿入されるようになる。
【０１０２】
　以上のように、一方の基板と他方の基板が垂直に配置されたサイドタイプのコネクタ１
０Ａであっても、実施形態のコネクタ１０と同様に、接続を容易に行え、且つ、高い強度
を有する等の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【０１０３】
１０、１０Ａ：コネクタ　１２：プラグ側コネクタ　１４：第１コンタクト　１６：第１
コンタクト本体部　１８：第１嵌入部　２０：軸部　２２：第１接触部　２６：第１コン
タクト取付部　３０：第１ハウジング　３２：第１ハウジング部　３４：第１前面　３６
：第１後面　３８：第１上面（挿入面）　４０：第１底面　４２：一方の第１側面　４４
：他方の第１側面　４６：嵌合突起部　４８：平面部分　５０：段状部分　５２：第１開
口部　５４：第１挿入口　５６：第１溝部　５８：第１コンタクト収容部　６０：嵌入溝
　６２：第１壁部　６４：第１仕切部　６６：第１補強部材　６８：第１本体部　７０：
第１前部　７２：第１後部　７４：第１上部　７６：第１底部　７８：一方の第１側部　
８０：他方の第１側部　８２：突出部　８４：曲面部　８６：傾斜部　８８：小段部　９
０：第１取付部　９２：第１貫通孔　９４、９４Ａ：ソケット側コネクタ　９６、９６Ａ
：第２コンタクト　９８、９８Ａ：第２コンタクト本体部　１００：第２接触部　１０２
：テーパー　１０４、１０４Ａ：第２コンタクト取付部　１０６、１０６Ａ：第２ハウジ
ング　１０８、１０８Ａ：第２ハウジング部　１１０：第２前面　１１２：第２後面　１
１４：第２上面　１１６：第２底面　１１８：一方の第２側面　１２０：他方の第２側面
　１２２：第２開口部　１２４：第２前面内部　１２６：第２後面内部　１２８：一方の
第２側面内部　１３０：他方の第２側面内部　１３２：第２底面内部　１３４：嵌入口　
１３６：嵌合溝部　１３８：凹部　１４０：窪み部　１４２：第２溝部　１４４：第２挿
入口　１４６：第２コンタクト収容部　１４８：第２壁部　１５０：第２仕切部　１５２
：第２補強部材　１５４：第２本体部　１５６：第２前部　１５８：第２後部　１６０：
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第２上部　１６２：第２底部　１６４：一方の第２側部　１６６：他方の第２側部　１６
８：第２取付部　１７０：第２貫通孔　１７２：案内部　１７４：腕部　１７６：第１腕
片　１７８：第２腕片　１８０：第３腕片　１８２：案内部

【図１】 【図２】
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